
第９回「有田ウィンドウディスプレイ甲子園」開催要項 

１． 概   要 

国指定の伝統的建造物保存地区である有田の町並みを舞台に、次代を担う高校生によるウ

ィンドウディスプレイ大会を実施する。その技術とデザインを競うことによって“生きている歴

史の町”有田と有田焼を広く知っていただく。 
 
２． 内   容 

各チームに割り当てられた店舗のショーウィンドウを、審査テーマに沿ったイメージで飾りつ

けをし、その技術を競うもの。(担当する店舗は、各店舗の抽選により決定します)。  

①１チーム２名以上４名までの団体戦。 

  ※ディスプレイには、時間がかかりますので最低２名でお願いします。  

②ディスプレイ制作費補助として８千円支給致します。 

  ※予算の範囲内で、制作に必要な物を調達してください。 

③交通費補助として、１チーム５千円の補助をします。 

   ※可能な限り、先生もしくは保護者の引率をお願いします。 

 ④参加にあたっては、下見（１日）、飾りつけ(１日)、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・表彰式(１日)の３回の参加

が必要です。 
 

３． 日   程 

 事 前 下 見：７月２０日(土)～２５日(木)間の1日。 

開 会 式：７月２６日(金) 午前９時から 

設 営 日：７月２６日(金) 午後５時まで 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ：８月９日(金) 午前１０時から（審査の対象になります。）  

表 彰 式：８月９日(金) 午後1時から。 

展 示 期 間：７月２７日（土）～８月２５日（日） 

撤 去：８月２６日(月)・２７日(火)のいずれかにお願いします。 
 

４．場   所 

 開会式集合：有田商工会議所 １階ピロティ(有田町大樽１-４-１) 

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ会場：有田町内 トンバイ塀通り商店会～五区楽商店会 

 プレゼン・表彰式：生涯学習センター 北館 ３Ｆ 視聴覚室 
 
５．審査テーマ 

 担当する店舗が売りたい商品をいかにアピールする事ができるか。町並みや商品とマッチし

ているか。※商品等については、下見の際に店主と打合せしてもらいます。 
 

６．賞 

 最優秀賞(１チーム) 図書券１万円分・ 優 秀 賞(２チーム) 図書券５千円分 

特別賞(２チーム) 図書券３千円 
 

７．募集期間 

平成２５年４月１０日(水)～６月１０日(月)  

 応募用紙に記入の上、事務局まで郵送もしくはFAXしてください。 

 ※１校につき何ﾁｰﾑでもOKですが、応募者多数の場合は抽選になります。 
 
※昨年の模様はホームページに掲載しています。 

ありたさんぽ http://www.arita.jp/ 内 ブログ「準備の裏側」  

 

「有田ウィンドウディスプレイ甲子園」事務局（有田観光協会）行き 

FAX：0955-43-2100 
 

有田ウィンドウディスプレイ甲子園申込書 

チ ー ム 名 
 

高 校 名 
 

担 当 教 諭 
 携帯番号 

(任意) 

 

学 校 住 所 
〒 

連 絡 先 
電話番号              FAX 

メ ン バ ー 
 

学年 
 

メ ン バ ー 
 

学年 
 

メ ン バ ー 
 

学年 
 

メ ン バ ー 
 

学年 
 

質問事項等あれば

お書き下さい 

 

※ 参加メンバーの学校が違う場合はメンバー欄に各学校名を記入ください。 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

事務局使用欄   

参 加 確 認 済 ・ 未 

担 当 店 舗  

下 見 日 程 7月  日  時～ 

経 費 受 領 済 ・ 未 

表 彰 式 案 内  済 ・ 未 
       ８．問い合わせ先 （社）有田観光協会 TEL：０９５５－４３－２１２１ E-Mail：kanko@arita.jp 

http://www.arita.jp/
mailto:kanko@arita.jp


      
 
 

ウィンドウの下見も 
重要なポイント！ 

外からのバランスも 

CHECK！ 

昨年度出場校一覧（五十音順） 

・ 有田工業高等学校（佐賀県）   ・ 杵島商業高等学校（佐賀県） 

・ 伊万里高等学校（佐賀県）    ・ 厳木高等学校（佐賀県） 

・ 小城高等学校（佐賀県）     ・ 佐賀清和高等学校（佐賀県） 

・ 鹿島高等学校（佐賀県）     ・ 佐賀西高等学校（佐賀県） 

・ 活水高等学校（長崎県）     ・ 塩田工業高等学校（佐賀県） 

・ 唐津東高等学校（佐賀県）    ・ 武雄高等学校（佐賀県）    

結果に繋がる重要な 
プレゼンテーション。 

せっせと 
作業中！ 


